
　　　　

R7 年 2 月 1 日

平日
土・長期休暇

9
8

時 30 分から
18
17

時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・毎月第3土曜日「もやい通りマルシェ」のボランティア参加と出店でのお買い物、公共施設等へのおでかけ
・同一施設の事業所（高齢者施設）の利用者様との交流、同一施設でのバーベキューやそうめん流しなどのイベントへの参加、調理実習

家族支援

・定期的な面談
・児童や保護者の悩みや困りごとの相談支援
・家族が参加できるイベントの実施

移行支援

・関係各所との情報共有
・児童や保護者の移行に関する悩みや困りごとの相談支援

地域支援・地域連携

・公園清掃や地域パトロール
・地域連携推進会議への参加 職員の質の向上

・職員研修、BLSおよび医療研修への参加
・事業所外研修への参加

　

・検温や体調チェックを行い、健康状態の確認を行う。手洗い、消毒、水分補給などの意識づけを行い、自ら健康で安全な生活を作り出せるように支援。
・身の周りの清潔、食事、衣類の着脱、排泄などの生活に必要な基本的技能を獲得出来るように支援する。
・活動中に遊びを通して健康や生活に関する学習できるように環境を整える。絵カードや文字カードなどの視覚支援ツールを用いて時間や空間を分かりやすいように伝える。

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢や下肢の運動・動作の改善及び習得、筋力の維持・向上を図る。
・保有する感覚、聴覚、感触等を十分に活用できるよう、体幹を鍛える運動、ストレッチ、集団遊び、散歩、公園、遊具や器具などを使った運動療法等を通じて支援する。
・感覚の認知特性を踏まえ、聴覚過敏やパニック、感情の高まりなどで集団活動が難しい場合は、落ち着ける場所へ移動し対応する。

本
人
支
援

・活動前に視覚支援ツール等を用いてスケジュールや活動のルールなど、必要な情報を選択し自分から行動できるように支援する。
・物の機能や属性、形、色、が変化する様子、空間、時間などの概念形成を図ることによって、それを認知や行動の手がかりとして活用できるように支援する。
・数量、形の大きさ、重さ、色の違い等の習得のため、折り紙、工作、ブロック遊び、塗り絵や脳トレ課題等の活動を通じて支援する。
・畑の野菜づくり、調理実習、おやつづくりなどの活動を通じて、作る過程を経験し、食へのこだわりや偏食に対する支援を行う。

・活動を通じて基本的な挨拶や要求などが自発的に行えるよう支援を行う。
・集団活動での工作や、集団遊び、ディスカッションを通じて思った事や意見が自分の言葉で言えるように支援するとともに、他者の意見にも耳を傾けることができるよう支援する。
・絵本や物語の読書の習慣化や込み聞かせなどの療法を実施し、読み書きの向上に繋げていく。
・宿題や学習課題を通じて、文章を読む力、文字を書く力をつける。各種文字や数字の表を見やすい位置に置き、自分で調べて数字や文字を習得できるように支援する。
・苦手な課題は個別にカルタ、文字カード、絵カードを利用して読み書き能力向上の為の支援を行う。

・挨拶やコミュニケーション、日常会話を通じて児童や大人との関係を築き、その信頼関係を基盤として周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行う。
・1人遊びから平行遊び、連合遊びから共同遊びへと社会性の発達を支援するとともに、各児童の特性と人間関係を踏まえ無理なく活動が楽しめるように支援する。
・大人を介在して自分のできること、できない事など自分の行動の特徴を理解するとともに、気持ちや情動の調整ができるように支援する。
・療法や自由時間に集団遊びへの活動参加を促し、参加するための手順やルールを児童と共に決め、楽しめるための環境づくりを支援する。

支援方針
5領域の支援プログラムを基とし、学習や療法、自由時間に発生する課題やトラブルに対し、自分や他者を認めることができるように必要な支援を適切に行うことで楽しく事業所に通える
ことを目指す。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
お家のような環境の下で居場所づくりとそれぞれの個性や主体性を尊重した支援計画を基に、将来の自立、自己実現に向けた支援を行う。
法人の基本理念「おたがいさまで笑顔いっぱい」を実践すべく安心してすごしていただけるように努める。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　もやいのえんがわ 作成日支援プログラム


